
あの手この手で考えて、あの手この手で問題解決 :

あの手この手のマークの間のSは sduJon(解 決)の Sです。

<やまと国際アートフェスタ>作品シリーズその5

世界中の人たちとの出会いの中で、仲良く助け合いながら、

楽しい時間をみんなとたくさん作っていきたいです。

磋洟/
趾幌熙櫻

Kickoff Company賞
「世界中のみんなは友だち」

西鶴間小学校の3年生 (現在は4年生 )

真田一樹さん

♂憬 餡閻饒,
第 133号 2018年 8月 10日   大和市民活動センター [拠点やまと]発行

ベテルギウス玄関の 7/24の生け花

第 15回かながわイーパーツ リユースPC寄贈プログラム 寄贈団体決定

今年も大和市民活動センター登録団体から積極的な応募が

ありました。審査の結果、見事「大不ロアマチュア無線クラブ」

「がくいきの会」「日本ベルー共生協会」「やまと国際オベラ

協会い 審査を通過 しパソコンや液晶モニターを寄贈される

予定です。日時 :8月 25日 (日 )会場 :相模原市けやき会館

大和市民活動センターは第 8回からの仲間入りです。プロ

グラムを推進している「認定 NPO法人イーハーツ」の活動

に参カロし/rFが ら多くの事を学んでいます。この “寄贈ブログ

ラムの車n"⇒支援企業からパソコンや周辺機器の寄贈を受け

⇒ 障がい者施設にてPC内クリーニングやソフ ト導入⇒

公募された市民活動団体にパソコン等寄贈します⇒活動し

ている報告や写真が支援企業にフィー ドバックされて、

はじめて善意の車∩が繋がることになります。是非イーパーツ

HPな どを通して、多くのプログラムや支援企業との素8青 ら

しい活動内容を矢□って欲しいと目いますc

「情報化支援」を目標としています。フログラムヘの応募

自体も勉強です。自分たちの活動をまとめ、他の団体の活動

も矢□る、そしてパソコンを使つて更に市民活動が広がつて行

けばと思います。寄贈を受けたハソコンの有効活用が、今後

のステップを構築して行くのだと目います。(望月)
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7/15(日 )ベテルギウスで活動する団体の交流会を開始しました

市民活動センターに登録している団体、部室を利用している団体、起業家支援「Rigel(リ ゲル )」 の

30団体、102人の参加で、これからの活動の広がりに期待がもてました。

オープニング挨拶の後は「邦楽倶楽部」の三味線の演奏、ラ   各団体の活動ブースの準備の前に、「八ウスメンテ大和」

ッキーさんの大道芸、「ミュルミューレ」のオカリナ演奏と続  の地震対策の話に続き、リゲルの「姿勢改善スタジオ」の千

きました。拠点やまと会長の望月が、炎天下、自転車を走らせ、1 葉先生より、椅子に座っているときの正しい姿勢についての

自宅ヘマンドラ (マンドリンより1オクターブ低い楽器)を取  請義を受け、背筋を伸ばしました。

りに帰り、汗びつしょりになつて戻つてきて、最後の曲「エー  流れたてのコーヒーを飲みながら歓談する人、「映像サロ

デルワイス」をサプライズ共演。市民活動センターと登録団体  ン」のベートーヴェン第 9交響曲の演奏会の映像を観る人、

のコラボレーションが実現した瞬間でした。

飛び入り演奏する望月会長(左 )と「ミュルミュールJのみなさん

自己紹介はカードに書いた『団体名、参加者の名前、活動内

容、自分を動物に例えたら何ですか ?その理由は ?』 を読み上

げる方法。進行係の関根から始めて、参カロ者が例えた動物は、

蛇、馬、牛、羊、小鹿、猿、亀、猫、マグロ、カツオ、マンタ、

鳥、キツツキ、ナマケモノ、パンダ、こまネズミなどなど。読

み上げるたびに、「へ～」「えっ ?」 「なるほど」と、そのつど

反応が違い、印象に残る自己紹介となりました。

活動について質問したり、作品の説明を聞いたりと交流が生

まれていました。

展示した「カ トレア会」の粘土の花時計がセンターに寄贈さ

れ、多目的リレームに掛けました。

◆参カロした人から感想を聞きました。

*部室のお隣同士で知 り合えてよかつた。

*カッコーフェスタが楽しみになりました。

*交流会の時間が少なくて、多くの人と交流できなかつ

たのが残念。

*交流会は参カロ者を強制的に移動させて、もつと交流す

る機会を作つたらよかつた。

*部室の利用1団体の部屋番号が分かるようにしてほしか

つた。

*「ネ申奈り|1拐請目倶楽吉5」 (こ 「Atelier Pianoforte」 より

御朱印帳作 りの請義依頼があつたと、うれしい報告。

大和市内で初めてのこども食堂「たまめし食堂」が活動を始めて2年が経ち、

7月 14日 (土 )16100～大和保健福祉センターにて活動報告会がありました。

『たまめし食堂』は月 1回のパーテイー

像シl姿不
1日 に 3人の人に親切をする。その人がまた 3人の人に親切

をするという「スリーカインズ」という考え方を実践してい

るそうです。患者さんにお菓子の会社に努めている人がいた

ので声をかけたら、喜んで賛同してくれたとのこと。その賛

同者が報告会で、賞味期限が迫っているお菓子の段ボールが

家に届けられ、家の中が段ボール置き場になつていると、嬉

しそうに話してくれました。本当に大勢の人の善意が『たま

めし食堂』を支えていると、実感できた報告会でした。

4つのテーフリレを囲んでのフリー トークの後、それぞれの

意見が発表され、継続することの大切さを実感しました。
*FMやまとの 「やまとつこ☆みつけた」に出演 した時の

様子をセンターの HPに記載 した内容が、そのまま紹介

され、出演 していただいてよかったと思いました。

′`´
… … … … … …・‐睦ンター』0轟

轟 .

′
° 7月 21日 (土)晴れ 猛暑

子どもたちの『孤食』が増え続け、加えて貧困の問題も加速

している今、「質素であつても心を込めて作つた食事の提供を

通して、お腹も心も温まる、心地よい居場所をつくりたい」と

いう思いが集まつて、毎月 1回『たまめし食堂』を開設。

「たまには、みんなでいつしよにめしを食べよう」の思いがこ

もつた『たまめし食堂』。この食堂に通つている子のおかあさ

んが「うちの子は月 1回のパーテイーに行 くのを楽しみにし

ているんです」と、スタッフに言つた言葉が報告会の中で披露

された。そう、ホームパーティーなんですね。

「子ども食堂 =貧困家庭」というイメージを払拭し、『たまめ

し食堂のパーティー』と呼ぶことにしましょう。

報告会には、運営スタッフ、ボランティア、寄付者など、本

当に温かい心の人たちが集まりました。

活動報告は内容が詳しく分かるもので、たくさんの善意で運

営されている実態が伝わつてきました。

ご主人が作つた野菜を提供している方は「私は野菜が好きで

はないので、主人がどこで野菜を作つているか知らないんで

す。息子に話をしたら、「月 1回 じゃだめじゃ～ん」つて言つ

てるんです。開催回数が増えていくといいなと思つています。

子どもだけでなくお年寄りも来て、憩いの場になつたらいいな

というのが希望です」と発言されました。

『はり。きゆう庵』さんは、ひきこもりだつた子の作品を仕事

場で販売し、自立の支援をしているとのこと。販売の条件が、

売り上げの一部を『たまめし食堂』に寄付すること。

売れると作 り手はうれ しいし、みんなにとつてもいいこと。

手作 りの募金箱に患者さんが小銭を入れてくれています。押 し

つけにならないように配慮 しているとも。

2階の部室「土曜アートスクール」に通うお姉ちゃんを待つて

いる弟くん二人。毎回、疲れを知らない様子で、交流スペース

を走り回つている。同じくらいの背丈なので、双子かな?と思

っていたら、年子とのこと。それにしても、この暑いのに、エネ

ルギッシュに動き回る。なんとも子どもらしい姿に、スタッフは

つい声をかけたくなる。ママたちは楽しくおしゃべリタイム。

スクールが終わる頃には、バケツの水を捨てるお手伝いをし

ている姿が愛らしい。きっと、帰つてご飯をたべたら、バタン、

. キューなのでしょうね。
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一

' 中高生の夏休みボランティア体験

「このゆびとまれつ !」の

オリエンテーションを7月 23日 (月 )

に開催しました

猛暑の中、受け入れ団体の方々がそれぞれに各団体の理

念 。活動内容 。ボランティア活動の必要性、内容、注意など

丁寧な説明がありました。

12名の中高生が熱心に耳を傾け、メモを取つていました。

その後、受け入れ団体が各ブースに分かれて、中高生の希望

になるべく添える様、じつくり日程調整をしました。

部活や合宿などの都合でオリエンテーションに参加でき

なかった 29名の中高生は、センターのスタッフから別途説明

を受け、活動に参加します。

大和市芸術文 1ヒ振興会では ・̈

中高生に本物の絵画や生の音楽に触れて、プロの音楽家と

交流してほしいと、好意的にボランティアを受け入れてくれて

います。

「ウィーン アートフエスタ 2018」 に、高校生 3名が参加。

コンサート準備や受付、会場案内などのボランティア活動を行

いました。その時の様子を柏木学園高校・短歌書道部 2年生の

阿部由香里さんが下記の短歌を詠み、「ナイル (現代短歌

NILE)2018・ 8」 に掲載されました。

〈ウィーーンホールにて〉

・観客の笑顔たくさん満ち浴れホールに響く喜びの声

・ホールでは移動の手伝い椅子出しとひとり何役おおいそがしだ

:市民劇団 演劇やまと塾 第 26回公演

:   「オズの魔法使い」
:日 日寺 :8月 19日 (日 )昼 12:30開演 夕 14:30開演

:   開場は開演 30分前 全席自由

:会 場 :大和市保健福祉センター 木一ル
:■ 恒 劇 .+1計

=hl 
∩∩∩ EEl 当 日 1 つ∩r:入場料 :大人前売り 1′ 000円 当日 1′ 200円

小 。中 。高校生以下 前売り、当日共に 500円
保護者同伴の場合は大人 1名 につき月ヽ学生 2名まで

無料券を発行

催 :市民劇団 演劇やまと塾

:後 援 :大和市/大和市教育委員会

:    公益財団 大和市スポーツ 。よか 。みどり財団

:問い合わせ :演劇やまと塾事務所
Tel:080-6フ ア1-4455
E― mail:engekiy3matoo― ‐

all,ne,jp

公式ブログ :https//bloび巧OO.石 e.]p/engeklyamato

おゃこで♪ゆる11ん コンサート

～歌とサックスとピアノの 1時間のコンサー ト～

*0歳から入れるよ♪

*泣いても大丈夫 :

*授乳室&おむつ交換台あります♪

:    *ゆ るりんカフェもあるよ

やまと学芸 (まなびのわ)トロツコ事業

楽器講座 &チャレンジ !&ミニコンサート

♪声楽&ピアノ 日時 :9月 17日 (月 ・祝)

会場 :渋谷学習センター

♪ サクソフオン 日時 :10月 7日 (日 )

会場 :つきみ野学習センター

♪ マリンバ&シロフォン

日時

会場

♪ ヴアイオリン  ロ時

会場

♪ 事      日時

11月 11日 (日 )

桜 ヶ丘学習セ ンター

12月 2日 (日 )

中央林間学習セ ンター

2月 3日 (日 )

会場 :シ リウス マルチスペース

:14:00 (縦S寅 15:45)開場

料金

対象

主催

協賛

後援

13:30 開演

各 500円

子どもから大人まで

大和市芸術文化振興会

ウィーンホール

大和市民活動センター

蝙聾

日本サクソフォン協会

日本木琴協会

申し込み :

FAX:050-1387-8974
三日 時

三会 場

三入場料

三主 催

:後 援

8月 25日 (土)開場 9:45 開演 10:00

大和ウイーンホーリレ

高校生以上 1′000円 中学生以下無料

大和市芸術文化振興会

大和市民活動センター

E― mil:yamatotorokko@yah00.co.jp

垂『送 :=〒 242-0017      .

大和市大和東 1-12-4ウ ィーンホーリレ内

大和市芸術文化振興会

締め切り日 :各講座の フ日前

(希望多数の場合、期日前でも締め切らせて

いただきますので、ご了承ください)

*申込書は大和市民活動センターに置いています。

三問い合わせ 。申し込み :大和ウィーンホール

三     丁EL:090-3340-3864
FAX:050-1387中 8974
E― mil:susu― wataH@muciC.SO― net.jp
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やまもり☆ホッとスクランブル

大和市民活動センターだより

『やきこっこ☆みつIfた』

´~~~~~~~~~― ― ― ― ― ― ― ―
、

第 1.3.5(火)生放送

9:00⇒ 10:00
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一――……………………………―― <出演しました> 録音CDが大和市民活動センターにあります。 ~~… ………………………日

第 323回 7/3市民活動センターの運  第 324回 7/17「みんなのお箸     第 325回 7/31ノ「
『

1聾
11水

とみどりの 手

営を担う「市民活動課&拠点やまと」           プロジェクト大和」       会 &こどもエコクラブ」
「市民に寄り添う活動を目指 しているIn.現在 8害」の小学生、その親たちの フ害」近  「弓1地川水とみどりの会」が清掃を始め 翼

点やまとのスキルに対して、行政はパック  くがお箸を使えないという調査結果を知  て 15年。それを母体に 2008年 に設立 み

アップするという役割分担がなされてい  り、なにか出来ないかと考え、2018年 1 されたのが「こどもエコクラブ」。   昇

:なi蘇   [凝 薯≧餡セi[曇繁鳳爾厖 :
合っていることが伺えました」とジョニー 動を広めるために「みんなのお箸プロジェ まない…と思う時もあつたそうですが、 3

宮亀基慰瘍穐鍵愛iミ遅二二皇念黛電竃 ζら査電%の曇√晋麗量量理型籠 量窓澤層厖l「光源種|:翌ぱY5暴役勇 :

[IE瀧餃il言ヨ讐:] [〕    を言]:fI』l〔首[] []1:意         彙[i :
ん。「団体交流会 J、「このゆびとまれつ !」 、 が大事です。体内に有害物質を取り込まな  ミを拾い上げて分別していると、通りが こ

7/24(火)25(水 )にイオン大和店で開 い天然素材を使用する箸作りのワークシ かった地域の方々から「いつもありがと こ

設される「出張ボランティア総合案内所」 ヨツプを開催する等、活動に広がりを持た  ぅ」と声をかけられるそうです。    奔

5買だ悪塞諄で言雲梶1(■l」黛霞嘗璽  苫Fた
)唇

【λ暑じサ輩買亀胃fJ臓昌じ窒  暑な陶 警整著襲色彗亀甦麗織 E
センターの持ち味である『人と人を繋ぐ市  クシヨツプJが、9/17(月 。祝)は敬老 会を持たずに成人していることが多い も

置E"畠馨EttЮ羹苛宅見颯異よチ「
いく

 8昇太じ7黒掌墓」肩宅]糧事5康長看」 「悪』1望専憲司1ン警当ざ暫万詈υ通: :
8/7欽)喰のアト」量「

の順
彎

>7■ 7MHZ 針00お忘れなく

t/f随 屹 誤 弊 ;Lttf)f°
で力

     :

ゃ買雛iぽJ輩[=肛☆ゃ蓑子鰐 輩誕」]すた∫

ニュースレター担当

櫻井美紀子

学生時代の友人から、「母のお筆を

使つてもらえないか」と絡あり。

高校で竿曲部の指導をしている知

人が欲 しいとのことなので貰い受

ける。その字は古いが上物で、琴

柱は今どきには手に入 りにくい象

牙のよう。繋げられてよかつた。

∞  菫i鰭
会長

「ベテルギウス団体交流会Jの夜は

FIFAワ ーリレドカップの決勝戦 !

優勝のフランス監督が
″
胴上げされ

るのを見て「あれ !最近 世界中で

胴上げ
″
をする様に ?」 昔から日本

各地
″
神事

″″
お祝い事

″
として行わ

れていますが

鋏 臨 ∫

当

夏休み中高生ボランティア「このゆび

とまれつ |」 が始まり、早速「学ベー

るJに参加。オリエンテーシヨンでは

緊張していた学生達が、生き生きした

表情で活動 している姿に胸が熱 くな

りました。これから続く活動に立ち会

えることが今年の夏一番の楽 しみ。

に」) 畠鬱談担当
inondation 洪水

glissement de terrain i也洋]り

canicule 酉告写曇

climatisation ェアコン

coup de chaleur委 れ中り主

毎日流れる三ュースで覚えたフラ

ンス語。繰返し学習 !いやだね～

HP担当

吉浜 学

先月の事とは別の問題が発覚、屋

根裏 に上が り作業を していた時

に、ノ」ヽさな水たまりを発見。業者

に頼んで屋根を調べたら屋根の外

側部分が浮き、その部分から水が

浸入したとの事。運が悪いのか運

がいいのか、考えてしまいます。

ボランティア担当

櫻井貞代

中高生ボランティア体験

「このゆびとまれつ 1」 が始まり

ました。輝 く眼でボランティア紹

介のチラシを見つめ、一つでも多

く体験 しようと′受け入れ団体と

調整している。この瞳の輝きがい

つまでも

「あの手この手」担当

石川美恵子

エアコンが故障。猛暑になる前に

設置してもらい、ラッキー !姉の

家では、電気屋 さんに電話 した

ら、依頼が殺至」しているので、す

ぐには対応できない。室タト機に水

をかけてみてくださいと言われ、

実行 したら動いたとのこと。嘘 !

スタッフの

F‐¬ 躊

大和市民活動センターは「大和市新しい公共を創造する市民活動推進条例」に基づいて設置されています。

「あの手 この手」 第 133号 発行日:2018年 8月 10日 発行 :大和市民活動センター 拠点やまと

つぶやき

交流会の次は

カッコーフェスタだね

大和市民活動センター <開館日 月～± 9100～ 18:00>

<休館日 12月 29日 ～1月 3日・毎月第 3月 曜日>
〒242-0018大和市深見西 1-2-17

-4-

TEL:046-260-2586  FAX:046-205-5788

e―mail:yamato@ar wakwak com

http://wvvw kyodounokyoten com/


